
(57)【要約】

【課題】水を使用せずに効率よく、所望の深度にまで廃

棄物層内に通気パイプを埋設する装置を提供する。

【解決手段】中空の鋼管２０と、該鋼管２０の先端に取

り付ける蓋体１０と、鋼管２０内に挿入し、先端を蓋体

１０に取り付ける通気パイプ３０とを備えた埋設装置に

おいて、通気パイプ３０を筒状の不織布３２に螺旋状の

弾性体３１を巻き付けて構成する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 中 空 の 鋼 管 と 、 該 鋼 管 の 先 端 に 脱 着 可 能 に 取 り 付 け ら れ る 蓋 体 と 、 前 記 鋼 管 の 内 側 に 挿
入 さ れ 、 先 端 が 前 記 蓋 体 に 取 り 付 け ら れ る 通 気 パ イ プ と か ら な る 、 通 気 パ イ プ の 埋 設 装 置
で あ っ て 、
前 記 通 気 パ イ プ が 、 筒 状 の 不 織 布 と 、 該 不 織 布 に 巻 き 付 け た 螺 旋 状 の 弾 性 体 と か ら な る こ
と を 特 徴 と す る 通 気 パ イ プ の 埋 設 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 通 気 パ イ プ の 埋 設 装 置 を 用 い た 、 廃 棄 物 処 分 場 に お け る 通 気 パ イ プ の
埋 設 方 法 で あ っ て 、
先 端 に 蓋 体 を 取 り 付 け た 通 気 パ イ プ を 鋼 管 内 に 挿 入 し て 鋼 管 の 先 端 と 蓋 体 と を 係 止 し た 状
態 で 蓋 体 を 下 方 に 向 け 、 鋼 管 に 回 転 を 与 え て 廃 棄 物 層 内 へ ね じ 込 み 、 蓋 体 が 所 定 の 深 さ に
到 達 し た 時 点 で 、 蓋 体 と 通 気 パ イ プ を 残 し て 該 鋼 管 を 軸 方 向 に 引 き 上 げ る こ と を 特 徴 と す
る 通 気 パ イ プ の 埋 設 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 通 気 パ イ プ の 埋 設 装 置 を 用 い た 、 廃 棄 物 処 分 場 に お け る 廃 棄 物 の 安 定
化 方 法 で あ っ て 、
先 端 に 蓋 体 を 取 り 付 け た 通 気 パ イ プ を 鋼 管 内 に 挿 入 し て 鋼 管 の 先 端 と 蓋 体 と を 係 止 し た 状
態 で 蓋 体 を 下 方 に 向 け 、 鋼 管 に 回 転 を 与 え て 廃 棄 物 層 内 へ ね じ 込 み 、 蓋 体 が 所 定 の 深 さ に
到 達 し た 時 点 で 、 蓋 体 と 通 気 パ イ プ を 残 し て 該 鋼 管 を 軸 方 向 に 引 き 上 げ る こ と に よ り 、 廃
棄 物 層 内 に 通 気 パ イ プ を 埋 設 し 、
該 通 気 パ イ プ を 介 し て 少 な く と も 加 圧 空 気 を 廃 棄 物 層 内 に 送 り 込 む こ と を 特 徴 と す る 廃 棄
物 の 安 定 化 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 廃 棄 物 処 分 場 に お い て 投 棄 さ れ た 廃 棄 物 を 安 定 化 す る た め に 廃 棄 物 層 内 に 通
気 パ イ プ を 埋 設 す る 方 法 と 、 こ れ に 使 用 す る 装 置 、 及 び 、 該 装 置 を 用 い た 廃 棄 物 の 安 定 化
方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 廃 棄 物 を 投 棄 し て 処 分 す る 処 理 場 や 埋 立 地 で は 、 有 害 な ガ ス が 大 気 中 に 拡 散 す る こ と を
防 止 す る た め に 、 早 期 に 安 定 化 す る 方 法 が 開 発 さ れ て い る 。 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 廃
棄 物 層 内 に 通 気 パ イ プ を 埋 設 し 、 該 通 気 パ イ プ を 介 し て 廃 棄 物 層 内 か ら 有 害 な ガ ス を 吸 引
排 除 す る 方 法 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 廃 棄 物 層 内 に 通 気 パ イ プ を 埋 設 す る 方 法 と し て は 、 削 孔 式 の ボ ー リ ン グ マ シ
ー ン を 使 用 し て 廃 棄 物 層 を 削 孔 し て 通 気 パ イ プ を 挿 入 す る 方 法 が 採 ら れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ６ ９ ６ ４ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 前 記 し た 通 気 パ イ プ の 埋 設 方 法 で は 、 ボ ー リ ン グ マ シ ー ン で 廃 棄 物 層 を 削 孔 す る 際 に 、
水 を 使 用 し 、 廃 棄 物 や 土 砂 な ど を 地 上 に 排 出 し て し ま う た め 、 そ れ ら の 処 理 が 必 要 で あ っ
た 。 ま た 、 水 溶 性 の 有 害 物 質 の 溶 出 も 問 題 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 従 来 の 方 法 で は 、 埋 設 し う る 通 気 パ イ プ の 長 さ （ 深 さ ） が ５ ｍ 程 度 で 、 深 度 の 確
認 も 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 さ ら に 、 施 工 ス ピ ー ド を 上 げ る こ と も 要 求 さ れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 上 記 従 来 の 問 題 点 を 解 決 し 、 水 を 使 用 せ ず に 効 率 よ く 、 所 望 の 深 度 に
、 さ ら に 、 従 来 よ り も よ り 深 い 深 度 ま で 廃 棄 物 層 内 に 通 気 パ イ プ を 埋 設 し 、 効 率 よ く 廃 棄
物 層 を 安 定 化 す る た め の 埋 設 装 置 、 埋 設 方 法 を 提 供 し 、 さ ら に は 、 該 装 置 を 用 い た 廃 棄 物
の 安 定 化 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 第 一 は 、 中 空 の 鋼 管 と 、 該 鋼 管 の 先 端 に 脱 着 可 能 に 取 り 付 け ら れ る 蓋 体 と 、 前
記 鋼 管 の 内 側 に 挿 入 さ れ 、 先 端 が 前 記 蓋 体 に 取 り 付 け ら れ る 通 気 パ イ プ と か ら な る 、 通 気
パ イ プ の 埋 設 装 置 で あ っ て 、
前 記 通 気 パ イ プ が 、 筒 状 の 不 織 布 と 、 該 不 織 布 に 巻 き 付 け た 螺 旋 状 の 弾 性 体 と か ら な る こ
と を 特 徴 と す る 通 気 パ イ プ の 埋 設 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 第 二 は 、 前 記 本 発 明 の 通 気 パ イ プ の 埋 設 装 置 を 用 い た 、 廃 棄 物 処 分 場 に お け る
通 気 パ イ プ の 埋 設 方 法 で あ っ て 、
先 端 に 蓋 体 を 取 り 付 け た 通 気 パ イ プ を 鋼 管 内 に 挿 入 し て 鋼 管 の 先 端 と 蓋 体 と を 係 止 し た 状
態 で 蓋 体 を 下 方 に 向 け 、 鋼 管 に 回 転 を 与 え て 廃 棄 物 層 内 へ ね じ 込 み 、 蓋 体 が 所 定 の 深 さ に
到 達 し た 時 点 で 、 蓋 体 と 通 気 パ イ プ を 残 し て 該 鋼 管 を 軸 方 向 に 引 き 上 げ る こ と を 特 徴 と す
る 通 気 パ イ プ の 埋 設 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 第 三 は 、 前 記 本 発 明 の 通 気 パ イ プ の 埋 設 装 置 を 用 い た 、 廃 棄 物 処 分 場 に お け る
廃 棄 物 の 安 定 化 方 法 で あ っ て 、
先 端 に 蓋 体 を 取 り 付 け た 通 気 パ イ プ を 鋼 管 内 に 挿 入 し て 鋼 管 の 先 端 と 蓋 体 と を 係 止 し た 状
態 で 蓋 体 を 下 方 に 向 け 、 鋼 管 に 回 転 を 与 え て 廃 棄 物 層 内 へ ね じ 込 み 、 蓋 体 が 所 定 の 深 さ に
到 達 し た 時 点 で 、 蓋 体 と 通 気 パ イ プ を 残 し て 該 鋼 管 を 軸 方 向 に 引 き 上 げ る こ と に よ り 、 廃
棄 物 層 内 に 通 気 パ イ プ を 埋 設 し 、
該 通 気 パ イ プ を 介 し て 少 な く と も 加 圧 空 気 を 廃 棄 物 層 内 に 送 り 込 む こ と を 特 徴 と す る 廃 棄
物 の 安 定 化 方 法 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 埋 設 装 置 は 、 通 気 パ イ プ が 不 織 布 と 螺 旋 状 の 弾 性 体 と に よ っ て 構 成 さ れ て い る
た め 、 可 撓 性 に 優 れ 、 取 り 扱 い が 容 易 で あ り 、 鋼 管 へ の 挿 入 時 に も 、 埋 設 作 業 に 備 え て 下
方 に 向 け た 鋼 管 の 下 方 先 端 か ら 容 易 に 挿 入 す る こ と が で き 、 作 業 を 効 率 よ く 行 う こ と が で
き る 。 よ っ て 、 １ 日 当 た り の 埋 設 本 数 が 大 幅 に 向 上 す る 。 ま た 、 不 織 布 を 用 い て い る こ と
か ら 通 気 パ イ プ 全 体 が 目 詰 ま り す る よ う な こ と が な く 、 良 好 な 通 気 性 が 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 埋 設 作 業 時 に 水 を 用 い る こ と な く 、 廃 棄 物 層 内 の 廃 棄 物 や 土 砂 を 層 外 に 排 出 す る
こ と も な い た め 、 有 害 物 質 の 溶 出 や 、 排 出 し た 廃 棄 物 や 土 砂 な ど の 処 理 の 問 題 も 発 生 し な
い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 埋 設 方 法 に お い て は 、 通 気 パ イ プ を 蓋 体 に 取 り 付 け て 鋼 管 の ね じ 込 み
と 同 時 に 埋 設 し て し ま う た め 、 鋼 管 の ね じ 込 み 深 さ が そ の ま ま 通 気 パ イ プ の 埋 設 深 さ と な
り 、 深 度 の 確 認 が 容 易 で 、 所 定 の 深 さ ま で 確 実 に 通 気 パ イ プ を 埋 設 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 よ っ て 、 本 発 明 に よ れ ば 、 廃 棄 物 処 理 場 の 安 定 化 を よ り 早 く 、 確 実 に 、 且 つ 広 範 囲 に 行
う こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 埋 設 装 置 及 び 埋 設 方 法 、 安 定 化 方 法 を 、 好 ま し い 実 施 形 態 を 挙 げ て 詳 細 に 説 明
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す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 埋 設 装 置 の 好 ま し い 一 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図 で あ り 、 図 中 、 １ ０ は 蓋 体
、 １ １ ａ ， １ １ ｂ は Ｖ 字 羽 根 、 １ ２ は 蓋 板 、 １ ３ は 嵌 合 筒 、 １ ４ は パ イ プ 取 付 筒 、 １ ５ は
孔 、 ２ ０ は 鋼 管 、 ２ １ は 突 起 、 ３ ０ は 通 気 パ イ プ 、 ３ １ は 弾 性 体 、 ３ ２ は 不 織 布 で あ る 。
尚 、 図 中 の 鋼 管 ２ ０ は 内 部 の 構 成 を 示 す た め 、 一 部 を 切 り 欠 い た 状 態 で 示 す 。 以 下 、 各 部
材 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 〔 蓋 体 １ ０ 〕
　 蓋 体 １ ０ は 、 鋼 管 ２ ０ の 先 端 に 取 り 付 け て 該 鋼 管 ２ ０ を 閉 塞 し 、 鋼 管 ２ ０ 内 に 廃 棄 物 層
内 の 廃 棄 物 や 土 砂 が 入 り 込 む の を 防 止 す る 部 材 で あ り 、 同 時 に 、 通 気 パ イ プ ３ ０ の 先 端 を
取 り 付 け る こ と で 鋼 管 ２ ０ を 廃 棄 物 層 内 に ね じ 込 む 際 に 同 時 に 通 気 パ イ プ ３ ０ を 埋 設 さ せ
る 部 材 で も あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ に 本 例 の 蓋 体 １ ０ の 正 面 図 （ ａ ） 、 側 面 図 （ ｂ ） 、 上 面 図 （ ｃ ） 、 下 面 図 （ ｄ ） を
示 す 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 例 の 蓋 体 １ ０ は 、 鋼 管 ２ ０ の 先 端 を 閉 塞 す る 蓋 板 １ ２ と 、 先 端 か ら 蓋 板 １ ２ に 向 か っ
て テ ー パ ー 状 に 広 が る Ｖ 字 羽 根 １ １ ａ ， １ １ ｂ を 有 し て い る 。 Ｖ 字 羽 根 １ １ ａ ， １ １ ｂ は
そ れ ぞ れ 、 蓋 板 １ ２ の 中 央 を 貫 く 法 線 よ り 放 射 状 に 取 り 付 け ら れ 、 先 端 か ら 蓋 板 １ ２ に 向
か っ て テ ー パ ー 状 に 広 が る 直 角 三 角 形 状 を 呈 し て い る 。 本 例 で は 、 該 三 角 形 の 底 辺 が 蓋 板
１ ２ よ り 飛 び 出 し た １ １ ｂ と 、 蓋 板 １ ２ 内 に 収 ま っ た １ １ ａ と を 横 断 面 が 十 字 形 に な る よ
う に 組 み 合 わ せ て 用 い て い る が 、 本 発 明 に お い て は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 必 要
に 応 じ て 枚 数 や 横 断 面 の 形 状 （ 互 い に 隣 接 す る ２ 枚 の 羽 根 の な す 角 度 ） を 適 宜 変 更 す る こ
と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 例 に お い て は 、 こ の よ う な Ｖ 字 羽 根 １ １ ａ ， １ １ ｂ を 備 え た 蓋 体 を 用 い る こ と に よ り
、 鋼 管 の ね じ 込 み の 際 に 、 先 端 部 に お い て Ｖ 字 羽 根 １ １ ａ ， １ １ ｂ が 廃 棄 物 や 土 砂 を 効 率
よ く 押 し の け て 鋼 管 の 軸 方 向 へ の 進 行 を 促 す 。 ま た 、 Ｖ 字 羽 根 １ １ ａ 、 １ １ ｂ が 鋼 管 よ り
も 大 幅 に 外 側 に 突 出 し て い な い た め 、 該 羽 根 に 廃 棄 物 が か ら ま る こ と が な く 、 よ っ て 、 従
来 よ り も 深 い 深 度 ま で 鋼 管 を ね じ 込 む こ と が で き 、 具 体 的 に は 最 大 で ３ ０ ｍ 程 度 の 深 さ ま
で 鋼 管 を ね じ 込 む こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 例 の 蓋 板 １ ２ に は 鋼 管 ２ ０ の 取 り 付 け 側 に 鋼 管 ２ ０ の 先 端 を 脱 着 可 能 に 取 り 付 け る た
め の 嵌 合 筒 １ ３ が 設 け ら れ て い る 。 嵌 合 筒 １ ３ の 外 径 は 、 鋼 管 ２ ０ の 内 径 以 下 で あ り 、 鋼
管 ２ ０ の 先 端 内 側 に 形 成 さ れ た 突 起 ２ ２ の 先 端 に 対 応 す る 径 よ り も 大 き く 形 成 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 本 例 の 嵌 合 筒 １ ３ に は 略 Ｌ 字 形 の 切 り 欠 き 部 が ２ 箇 所 形 成 さ れ て お り 、 該 嵌 合 筒
１ ３ を 鋼 管 ２ ０ 内 に 挿 入 し た 際 に は 、 該 切 り 欠 き 部 の Ｌ 字 の 縦 線 内 を 鋼 管 ２ ０ 内 の 突 起 ２
１ が 通 過 し 、 さ ら に 鋼 管 ２ ０ を 嵌 合 筒 １ ３ に 対 し て 一 方 向 に 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 突 起
２ １ が 切 り 欠 き 部 の Ｌ 字 の 横 線 （ 係 止 部 １ ３ ｂ ） 内 に 入 り 込 ん で 、 鋼 管 ２ ０ と 蓋 体 １ ０ と
が 係 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 さ ら に 、 本 例 の 嵌 合 筒 １ ３ に 形 成 さ れ た 切 り 欠 き 部 に は 、 Ｌ 字 の 頂 部 の 開 口 端 の 一 方 、
即 ち 、 鋼 管 ２ ０ の 回 転 方 向 に お い て Ｌ 字 の 横 線 と は 反 対 側 が 、 テ ー パ ー 状 に 広 が っ て い る
（ テ ー パ ー 部 １ ３ ａ ） 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 記 の よ う に 、 開 口 端 の 一 方 が テ ー パ ー 状 で 略 Ｌ 字 形 の 切 り 欠 き 部 と 鋼 管 ２ ０ の 突 起 ２
１ に よ り 蓋 体 １ ０ と 鋼 管 ２ ０ と を 係 止 す る 構 成 を と る こ と に よ り 、 蓋 体 １ ０ を 鋼 管 ２ ０ に
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取 り 付 け る 際 に は 、 嵌 合 筒 １ ３ を 鋼 管 ２ ０ 内 に 挿 入 し 、 鋼 管 ２ ０ の 端 部 が 蓋 体 １ ２ に 到 達
し た 時 点 で 鋼 管 ２ ０ を 蓋 体 １ ０ に 対 し て 相 対 的 に 一 方 向 に 回 転 さ せ れ ば 、 容 易 に 係 止 す る
こ と が で き る 。 ま た 、 鋼 管 ２ ０ の ね じ 込 み 後 に 蓋 体 １ ０ を 残 し て 鋼 管 ２ ０ を 引 き 上 げ る 際
に は 、 鋼 管 ２ ０ を 逆 方 向 に 回 転 さ せ な が ら 引 き 上 げ れ ば 、 テ ー パ ー 部 １ ３ ａ に 到 達 し た 突
起 ２ １ が 該 テ ー パ ー 部 １ ３ ａ 上 面 に 沿 っ て 容 易 に 切 り 欠 き 部 を 抜 け る た め 、 蓋 体 １ ０ が 鋼
管 ２ ０ か ら 脱 離 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た さ ら に 、 本 例 の 蓋 体 １ ０ に は 、 嵌 合 筒 １ ３ の 内 側 に 通 気 パ イ プ ３ ０ を 取 り 付 け る た
め の パ イ プ 取 付 筒 １ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 取 付 筒 １ ４ は 、 外 径 が 通 気 パ イ プ ３ ０ の 内 径 以
下 で あ り 、 該 取 付 筒 １ ４ を 通 気 パ イ プ ３ ０ 内 に 挿 入 し 、 パ イ プ 取 付 筒 １ ４ に 形 成 し た 孔 １
５ と 通 気 パ イ プ ３ ０ の 孔 （ 不 図 示 ） に ワ イ ヤ ー 等 を 通 し て 蓋 体 １ ０ に 通 気 パ イ プ ３ ０ を 固
定 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 に か か る 蓋 体 １ ０ は 、 鋼 管 ２ ０ を ね じ 込 む 際 に 先 端 部 に お い て 十 分 な 強 度 を 発 揮
す る こ と 、 及 び 、 廃 棄 物 層 中 に 残 存 す る こ と か ら 、 鋼 管 ２ ０ と 同 様 の 鋼 で 形 成 す る こ と が
好 ま し い が 、 本 発 明 に お い て は 特 に 鋼 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 〔 鋼 管 ２ ０ 〕
　 本 例 の 鋼 管 ２ ０ は 、 前 記 し た よ う に 、 先 端 の 内 側 に 、 蓋 体 １ ０ の 嵌 合 筒 １ ３ に 設 け た 切
り 欠 き 部 に 対 応 す る 突 起 ２ １ が 形 成 さ れ て い る 。 図 ３ に 鋼 管 ２ ０ を 先 端 か ら 見 た 様 子 を 示
す 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 に 用 い ら れ る 鋼 管 ２ ０ に は 、 図 ４ （ ａ ） に 示 す 鋼 管 ２ ０ ’ の よ う に 、 先 端 近 傍 の
外 側 に 螺 旋 状 の 突 起 ４ １ を 設 け る こ と に よ り 、 鋼 管 ２ ０ ’ の 回 転 に よ る 廃 棄 物 層 内 へ の ね
じ 込 み を 促 進 さ せ る こ と も 可 能 で あ る 。 尚 、 突 起 ４ １ が 鋼 管 ２ ０ ’ よ り も 大 き く 突 出 し て
い る 場 合 に は 、 埋 設 作 業 時 に 廃 棄 物 が 該 突 起 ４ １ に か ら ま っ て 埋 設 作 業 を 妨 げ る 恐 れ が あ
る た め 、 最 大 で も 突 起 先 端 の 径 が 鋼 管 ２ ０ ’ の 径 の １ ． ２ 倍 程 度 に 収 ま る よ う に 形 成 す る
こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 （ ａ ） の 鋼 管 ２ ０ ’ に 、 図 １ に 示 す Ｖ
字 羽 根 １ １ ａ ， １ １ ｂ を 持 た な い 蓋 板 の み の 蓋 体 １ ０ ’ を 組 み 合 わ せ て 用 い る こ と も で き
る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 〔 通 気 パ イ プ ３ ０ 〕
　 本 発 明 に 用 い ら れ る 通 気 パ イ プ ３ ０ は 、 廃 棄 物 層 内 に 埋 設 後 、 該 通 気 パ イ プ ３ ０ を 通 し
て 廃 棄 物 層 内 に 空 気 や 水 を 積 極 的 に 送 り 込 む こ と で 廃 棄 物 層 内 を 好 気 的 環 境 に 調 整 し て 微
生 物 に よ る 安 定 化 を 促 進 さ せ る 部 材 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 の 埋 設 装 置 の 特 徴 は 、 か か る 通 気 パ イ プ ３ ０ が 、 図 １ に 示 す よ う に 、 通 気 性 に 富
む 筒 状 の 不 織 布 ３ ２ に 針 金 等 か ら な る 螺 旋 状 の 弾 性 体 ３ １ を 巻 き 付 け た 構 成 を 有 す る こ と
に あ る 。 弾 性 体 ３ １ は 不 織 布 ３ ２ の 内 側 、 外 側 、 或 い は 、 不 織 布 ３ ２ の 間 に あ っ て 、 螺 旋
状 に 巻 き 付 け て 一 体 と さ れ た も の で あ れ ば い ず れ で も か ま わ な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 具 体 的 に は 、 カ ナ フ レ ッ ク ス コ ー ポ レ ー シ ョ ン 社 製 の 「 カ ナ ド レ ン （ 登 録 商 標 ） 」 が 挙
げ ら れ る 。 こ の よ う な 構 成 を と る こ と に よ り 、 通 気 パ イ プ ３ ０ は 蓋 体 １ ０ の パ イ プ 取 付 筒
１ ４ に 取 り 付 け る 際 に ど の 位 置 で も ワ イ ヤ ー を 通 す こ と が で き る 。 ま た 、 ロ ー ル 状 に 巻 き
取 っ た 状 態 に す る こ と が で き る た め 、 廃 棄 物 処 理 場 へ は ロ ー ル 状 で 供 給 し 、 埋 設 作 業 時 に
引 き 出 し て 必 要 な 長 さ に 切 断 し て 用 い る こ と も で き る 。 ま た 、 作 業 時 に 切 断 す る 場 合 に は
、 埋 設 長 さ の 変 更 も 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 〔 埋 設 方 法 〕
　 次 に 、 本 発 明 の 通 気 パ イ プ の 埋 設 方 法 に つ い て 、 図 １ の 埋 設 装 置 を 用 い た 場 合 を 例 に 挙
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げ て 説 明 す る 。 図 ５ は 埋 設 工 程 を 示 す 模 式 図 で あ る 。 図 中 、 ５ １ は 廃 棄 物 層 、 ５ ２ は 削 孔
、 ５ ３ は 充 填 物 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 に お い て は 、 蓋 体 １ ０ に 通 気 パ イ プ ３ ０ の 先 端 を 取 り 付 け て 固 定 し 〔 図 ５ （ ａ ）
〕 、 次 い で 通 気 パ イ プ ３ ０ を 鋼 管 ２ ０ 内 に 挿 入 し 、 鋼 管 ２ ０ を 蓋 体 １ ０ に 係 止 す る 〔 図 ５
（ ｂ ） 〕 。 尚 、 通 気 パ イ プ ３ ０ を 鋼 管 ２ ０ 内 に 先 に 挿 入 し て か ら 、 通 気 パ イ プ ３ ０ の 先 端
を 蓋 体 １ ０ に 取 り 付 け 、 次 い で 鋼 管 ２ ０ を 蓋 体 １ ０ に 係 止 し て も か ま わ な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 例 に お い て は 、 蓋 体 １ ０ と 鋼 管 ２ ０ と の 取 り 付 け が 、 蓋 体 １ ０ に 設 け た 嵌 合 筒 １ ３ の
切 り 欠 き 部 に 鋼 管 ２ ０ に 設 け た 突 起 ２ １ を 係 止 す る だ け で よ い た め 、 他 の 部 材 や 工 具 を 必
要 と せ ず 、 容 易 に 取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 に お い て は 、 通 気 パ イ プ ３ ０ が 不 織 布 で 形 成 さ れ 、 十 分 な 可 撓 性 を 有 し
て い る た め 、 通 気 パ イ プ ３ を 蓋 体 １ ０ に 取 り 付 け て か ら で も 、 通 気 パ イ プ ３ ０ の し な り を
利 用 し て 鋼 管 ２ ０ 内 に 通 気 パ イ プ ３ ０ を 容 易 に 挿 入 す る こ と が で き る 。 よ っ て 、 予 め 鋼 管
２ ０ の 先 端 を 下 方 に 向 け て 傾 け た 状 態 で ね じ 込 み 用 重 機 に 取 り 付 け 、 該 鋼 管 ２ ０ の 下 方 の
先 端 か ら 通 気 パ イ プ ３ ０ を 挿 入 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 次 い で 、 重 機 に よ り 鋼 管 ２ ０ に 回 転 を 与 え な が ら 廃 棄 物 層 ５ １ 内 に ね じ 込 む 〔 図 ５ （ ｃ
） 〕 。 こ の 時 、 本 例 で は 鋼 管 ２ ０ の 先 端 に Ｖ 字 羽 根 を 有 す る 蓋 体 １ ０ が 取 り 付 け て あ る た
め 、 該 Ｖ 字 羽 根 に よ っ て 廃 棄 物 や 土 砂 が 押 し の け ら れ 、 廃 棄 物 や 土 砂 を 外 部 に 排 出 す る こ
と な く 容 易 に 所 定 の 深 さ ま で 鋼 管 ２ ０ を ね じ 込 む こ と が で き る 。 ま た 、 中 空 の 鋼 管 ２ ０ は
蓋 体 １ ０ に よ っ て 先 端 が 閉 塞 さ れ て い る た め 、 鋼 管 ２ ０ 内 に 廃 棄 物 や 土 砂 が 入 り 込 む こ と
も な い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 削 孔 ５ ２ 内 に 蓋 体 １ ０ と 通 気 パ イ プ ３ ０ を 残 し て 鋼 管 ２ ０ を 軸 方 向 上 方 に 引 き 上 げ る 〔
図 ５ （ ｄ ） 〕 。 本 例 で は 、 蓋 体 １ ０ と 鋼 管 ２ ０ と が 蓋 体 １ ０ に 設 け た 嵌 合 筒 １ ３ の 切 り 欠
き 部 に 鋼 管 ２ ０ の 突 起 ２ １ が 係 止 し て い る だ け で あ り 、 該 切 り 欠 き 部 の 開 口 端 に テ ー パ ー
部 １ ３ ａ が 形 成 さ れ て い る こ と か ら 、 鋼 管 ２ ０ を 蓋 体 １ ０ に 取 り 付 け る 時 と は 逆 方 向 に 回
転 さ せ な が ら 引 き 上 げ る こ と に よ り 、 突 起 ２ １ が 嵌 合 筒 １ ３ の 切 り 欠 き 部 を 抜 け て 蓋 体 １
０ が 鋼 管 ２ ０ か ら 容 易 に 脱 離 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 鋼 管 ２ ０ を 引 き 上 げ た 後 、 必 要 に 応 じ て 蓋 体 （ 不 図 示 ） 等 を 削 孔 ５ ２ の 開 口 部 に 取 り 付
け て 通 気 パ イ プ ３ ０ を 保 持 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 尚 、 図 ５ の 埋 設 工 程 に お い て は 、 通 気 パ イ プ ３ ０ と 蓋 体 １ ０ と を 取 り 付 け た 鋼 管 ２ ０ を
直 接 廃 棄 物 層 ５ １ に ね じ 込 ん で い る が 、 予 め 鋼 管 ２ ０ よ り も 小 径 の 削 孔 用 鋼 管 を 廃 棄 物 層
５ １ に ね じ 込 ん で 、 必 要 深 度 ま で 先 端 が 到 達 す る こ と を 確 認 す る こ と に よ り 、 廃 棄 物 の 内
容 等 に よ る 通 気 パ イ プ の 埋 設 不 能 を よ り 容 易 に 把 握 し て 、 作 業 効 率 の 低 下 を 最 小 限 に 抑 え
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 〔 安 定 化 方 法 〕
　 本 発 明 の 安 定 化 方 法 に お い て は 、 上 記 埋 設 方 法 で 埋 設 し た 通 気 パ イ プ ３ ０ を 介 し て 、 少
な く と も 加 圧 空 気 を 廃 棄 物 層 ５ １ 内 に 送 り 込 む こ と に よ り 、 廃 棄 物 層 ５ １ 内 に 存 在 す る 好
気 性 菌 を 活 性 化 し 、 該 好 気 性 菌 に よ る 廃 棄 物 の 安 定 化 を 促 進 す る 。 尚 、 加 圧 空 気 の み を 送
る こ と で 廃 棄 物 が 乾 燥 し 、 好 気 性 菌 の 働 き が 低 下 す る よ う な 場 合 に は 、 該 加 圧 空 気 を 湿 潤
さ せ る こ と に よ り 必 要 な 水 分 を 補 う こ と も 好 ま し い 。 ま た 、 別 途 加 圧 水 を 通 気 パ イ プ ３ ０
よ り 送 り 込 ん で も か ま わ な い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 必 要 に 応 じ て 、 削 孔 ５ ２ と 通 気 パ イ プ ３ ０ と の 間 に 充 填 物 ５ ３ を 充 填 し て も 良 い
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〔 図 ５ （ ｅ ） 〕 。 充 填 物 ５ ３ は 鋼 管 ２ ０ を 引 き 上 げ る 前 に 鋼 管 ２ ０ と 通 気 パ イ プ ３ ０ と の
間 に 充 填 し て お い て も 、 鋼 管 ２ ０ を 引 き 上 げ た 後 に 削 孔 ５ ２ と 通 気 パ イ プ ３ ０ の 間 隙 に 供
給 し て 充 填 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 か か る 充 填 物 ５ ３ と し て は 砂 礫 や 各 種 添 加 剤 が 用 い ら れ る 。 例 え ば 、 廃 棄 物 層 ５ １ が 揮
発 性 有 機 塩 素 化 合 物 （ Ｖ Ｏ Ｃ ） に 汚 染 さ れ て い る 場 合 に は 鉄 粉 を 充 填 す る こ と に よ り 、 還
元 的 脱 塩 素 化 を 図 る こ と が で き る 。 或 い は 、 廃 棄 物 層 ５ １ が 油 で 汚 染 さ れ て い る 場 合 に は
、 添 加 剤 と し て 土 壌 中 の 微 生 物 を 活 性 化 さ せ る 栄 養 剤 を パ ッ ク に し て 鉄 粉 と 共 に 通 気 パ イ
プ ３ ０ と 削 孔 ５ ２ と の 間 に 充 填 し 、 通 気 パ イ プ ３ ０ か ら 加 圧 空 気 を 圧 入 す る こ と に よ り 浄
化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 さ ら に 、 廃 棄 物 層 ５ １ が 重 金 属 で 汚 染 さ れ て い る 場 合 に は 、 隣 接 す る ２ 本 の 削 孔 に お い
て 、 削 孔 ５ ２ と 通 気 パ イ プ ３ ０ と の 間 に さ ら に 別 の 導 電 性 パ イ プ を 電 極 と し て 挿 入 し 、 一
方 の 削 孔 の 電 極 に は プ ラ ス 電 極 を 、 他 方 の 削 孔 の 電 極 に は マ イ ナ ス 電 極 を 接 続 し て 廃 棄 物
層 ５ １ 内 に 電 流 を 流 す こ と に よ っ て 重 金 属 イ オ ン を 回 収 し 、 浄 化 を 図 る こ と も 可 能 で あ る
。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た さ ら に 、 廃 棄 物 層 ５ １ の 底 部 に 水 が た ま り 、 好 気 性 菌 に よ る 安 定 化 が 滞 留 し て い る
よ う な 場 合 に は 、 径 の 大 き な 通 気 パ イ プ を 本 発 明 の 埋 設 装 置 を 用 い て 埋 設 し 、 該 通 気 パ イ
プ 内 に ポ ン プ を 落 と し 込 ん で 排 水 す る こ と も で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 埋 設 装 置 の 好 ま し い 一 実 施 形 態 の 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 埋 設 装 置 の 蓋 体 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 埋 設 装 置 の 鋼 管 を 下 方 か ら 見 た 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の 埋 設 装 置 の 鋼 管 の 他 の 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ の 埋 設 装 置 を 用 い た 通 気 パ イ プ の 埋 設 工 程 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 １ ０ ， １ ０ ’ 　 蓋 体
　 １ １ ａ ， １ １ ｂ 　 Ｖ 字 羽 根
　 １ ２ 　 蓋 板
　 １ ３ 　 嵌 合 筒
　 １ ３ ａ 　 テ ー パ ー 部
　 １ ３ ｂ 　 係 止 部
　 １ ４ 　 パ イ プ 取 付 筒
　 １ ５ 　 孔
　 ２ ０ ， ２ ０ ’ 　 鋼 管
　 ２ １ 　 突 起
　 ３ ０ 　 通 気 パ イ プ
　 ３ １ 　 弾 性 体
　 ３ ２ 　 不 織 布
　 ４ １ 　 突 起
　 ５ １ 　 廃 棄 物 層
　 ５ ２ 　 削 孔
　 ５ ３ 　 充 填 物
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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